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クビワコウモリの概要 

クビワコウモリ保護回復事業計画

本計画は、長野県希少野生動植物保護条例に基づき、

を促進するための事業、

クビワコウモリ

（平成17年）

ある。長野県でのみ繁殖地が確認されている希少種であるため、県

することにより

ク ビ ワ コ ウ モ リ ： Eptesicus 

ヒナコウモリ科クビワコウモリ

体重約 10～１２

cm。体毛は

褐色である。暗褐色の背

明るく、真下から見た際

に頭部を取り囲む首輪模様に見える（写真

北海道およびユーラシア大陸に分布するキタ

クビワコウモリと近縁の日本固有種である
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写真-1 クビワコウモリ成獣メス

写真提供：山本輝正氏

資料

 

指定希少野生動植物であるクビワコウ

地における生態系を保全、回復及

事業について定めるものである。

同条例に基づく指定希少野生動

ある。長野県でのみ繁殖地が確認されている希少種であるため、県

ることが期待され

本州中部域の山地帯の樹林などのわずかな地

樹洞をねぐらとしていると思われるが、家屋を利用するケースも知

の乗鞍高原では５月下旬からメスが飛来しはじめ、６月中旬頃には

２～３週間に集中する

成獣と同程度の体

できる頃にコロニー（本計画

の離散が始まり、９月下旬までにメスと

の生息場所などの生

寿命は 1７年の個体

特別指定希少野生動植物種に

クビワコウモリ成獣メス

写真提供：山本輝正氏 

資料 3-2 

クビワコウ

、回復及

事業について定めるものである。 

指定希少野生動

ある。長野県でのみ繁殖地が確認されている希少種であるため、県

期待される。 

のわずかな地

樹洞をねぐらとしていると思われるが、家屋を利用するケースも知

の乗鞍高原では５月下旬からメスが飛来しはじめ、６月中旬頃には

すると

体サイ

（本計画

メスと

などの生

の個体

に指定

クビワコウモリ成獣メス 

 



〔

(３) 

○

○

(４)  

一般的には、

性が考えられるが

乗鞍高原

ロニーの移動や個体数の年変化

など乗鞍高原以外

ため、

 

 

 

(1) 国内

本州中部にのみ分

及び

国内

ているの

(2) 長野県

ア 

確認された。その後、

息しているこ

れた。

まった

と

イ 

記録している（

年頃

施設の改修を期に、

2010

ていることが確認され

２ クビワコウモリの現状

〔2005 年(

 レッドリスト

○ 長野県版

（近い将来における野生での絶滅の危険性が

○ 環境省版

（絶滅の危機が増大している

)  絶滅危惧の要因

一般的には、

性が考えられるが

乗鞍高原では

ロニーの移動や個体数の年変化

など乗鞍高原以外

ため、個体数の

国内の状況 

本州中部にのみ分

及び秩父山系で生息が確認されている。

国内の発見事例は少なく、本種の生態調査・研究は進んでいない。

ているのは長野県松本市の乗鞍高原のみであり、他地域での

長野県及び乗鞍高原周辺

 長野県内の

県内では、

確認された。その後、

息しているこ

れた。さらに翌年の調査により、松本市乗鞍高原のクビワコウモリが出産と仔育て

まった 100

また、2007

と南佐久郡川上

 生息数の変化

乗鞍高原で

記録している（

年頃は、1 ヶ所の宿泊施設

施設の改修を期に、

2010 年以降

ていることが確認され

クビワコウモリの現状

(平成 17 年

リストカテゴリー

長野県版(2015 年(平成

近い将来における野生での絶滅の危険性が

環境省版(2019 年(平成

絶滅の危機が増大している

絶滅危惧の要因 

一般的には、休息や繁殖に利用する

性が考えられるが、詳細については不明である。

では５月下旬から９月までの出産哺育期に

ロニーの移動や個体数の年変化

など乗鞍高原以外で過ごす生息期間

の増減は明らかになって

 

本州中部にのみ分布し、北アルプス山麓、南アルプス山麓、御岳山山麓、白山、富士山

秩父山系で生息が確認されている。

の発見事例は少なく、本種の生態調査・研究は進んでいない。

は長野県松本市の乗鞍高原のみであり、他地域での

及び乗鞍高原周辺

内の分布状況 

は、1951 年に

確認された。その後、1989

息していることが明らかとなり

さらに翌年の調査により、松本市乗鞍高原のクビワコウモリが出産と仔育て

100 頭以上のコロニー

2007 年に長野県飯田市の森林内で、

川上村の集落
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ヶ所の宿泊施設に 200～

同施設からコロニーが

宿泊施設や木造家屋等の

ている。カウント調査で対象としてい

- 2 - 

)) ： 絶滅危惧Ⅰ

近い将来における野生での絶滅の危険性が
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秩父山系で生息が確認されている。 

の発見事例は少なく、本種の生態調査・研究は進んでいない。

は長野県松本市の乗鞍高原のみであり、他地域での

初めて発見され

年に松本市安曇（旧安曇村）

同時にこの集団が出産哺育を行っていることが確認さ

さらに翌年の調査により、松本市乗鞍高原のクビワコウモリが出産と仔育て

であることが明らかとなった

年に長野県飯田市の森林内で、

でクビワコウモリが

から継続して、カウント調査

この図は、コロニーのある施設ごとの個体数

～250 頭が集まり

コロニーが消失し、

宿泊施設や木造家屋等の複数施設で

カウント調査で対象としてい

絶滅危惧ⅠB 類  

近い将来における野生での絶滅の危険性が高い種） 

絶滅危惧Ⅱ類 

樹洞の減少、餌動物となる昆虫類の減少

詳細については不明である。 

５月下旬から９月までの出産哺育期に約 30

00 頭）が観察されている

生息場所や生息環境

 

布し、北アルプス山麓、南アルプス山麓、御岳山山麓、白山、富士山

の発見事例は少なく、本種の生態調査・研究は進んでいない。

は長野県松本市の乗鞍高原のみであり、他地域でのコロニーの

され、1953

年に松本市安曇（旧安曇村）にクビワコウモリの集団

同時にこの集団が出産哺育を行っていることが確認さ

さらに翌年の調査により、松本市乗鞍高原のクビワコウモリが出産と仔育て

であることが明らかとなった

年に長野県飯田市の森林内で、2014 年には南佐久郡南牧村の森林内

でクビワコウモリが確認されている

カウント調査により

この図は、コロニーのある施設ごとの個体数

頭が集まりコロニーを形成して

消失し、翌年から

複数施設で 50

カウント調査で対象としてい

 

餌動物となる昆虫類の減少

30 年間調査が行われており

観察されている。

や生息環境が確認できてい

布し、北アルプス山麓、南アルプス山麓、御岳山山麓、白山、富士山

の発見事例は少なく、本種の生態調査・研究は進んでいない。コロニー

コロニーの場所は不明である。

1953 年に大町市常盤で２頭目が

にクビワコウモリの集団

同時にこの集団が出産哺育を行っていることが確認さ

さらに翌年の調査により、松本市乗鞍高原のクビワコウモリが出産と仔育て

であることが明らかとなった。 

年には南佐久郡南牧村の森林内

されている。 

によりコロニー

この図は、コロニーのある施設ごとの個体数の合計

コロニーを形成して

翌年から他の施設へと

～60 頭のコロニー

カウント調査で対象としていない施設にも

餌動物となる昆虫類の減少などの可能

行われており

。出産前や越冬期

確認できてい

布し、北アルプス山麓、南アルプス山麓、御岳山山麓、白山、富士山

コロニーが確認され

場所は不明である。

年に大町市常盤で２頭目が

にクビワコウモリの集団

同時にこの集団が出産哺育を行っていることが確認さ

さらに翌年の調査により、松本市乗鞍高原のクビワコウモリが出産と仔育て

年には南佐久郡南牧村の森林内

コロニーの個体数変化

合計であり、2000

コロニーを形成していたが、宿泊

他の施設へと移動した。

のコロニーを形成し

ない施設にもコウモリが移

の可能

行われており、コ

出産前や越冬期

確認できていない
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 乗鞍高原周辺の森林状況

乗鞍高原周辺の国有林は、約７割が天然林、約２割が人工林、残りが岩石地等であり、

天然林の８割程度は

生物群集保護林として植物群落等の保護・管理が行われている。

また乗鞍高原周辺の

の林齢は 40

に指定されている。

乗鞍高原周辺の国有林・民有林は、近年

く、クビワコウモリの

 地域における保護活動の取組み

クビワコウモリを守る会は

発足した。1996

間企業からの助成金を活用し、

護センターの隣接地にバットハウス

真-2）を建設し

また、守る会に所属するコウモリ研究者

により、乗鞍高原で家屋を利用するクビワ

コウモリを対象にした標識再捕獲調査や繁

殖期間中の生態調査が実施されている。さ

個体数 

している可能性があり、

現在コロニーが形成されている

2018 年にカウントされた個体数は合計

乗鞍高原周辺の森林状況

乗鞍高原周辺の国有林は、約７割が天然林、約２割が人工林、残りが岩石地等であり、

天然林の８割程度は 100

生物群集保護林として植物群落等の保護・管理が行われている。

乗鞍高原周辺の民有林は、約７割が天然林、約３割がカラマツ林である。

40 年以上が９割以上、

に指定されている。 

乗鞍高原周辺の国有林・民有林は、近年

クビワコウモリの個体数増減との因果関係は不明である。

地域における保護活動の取組み

クビワコウモリを守る会は

1996 年（平成８年）に

間企業からの助成金を活用し、

護センターの隣接地にバットハウス

を建設し、繁殖場所の確保を

守る会に所属するコウモリ研究者

により、乗鞍高原で家屋を利用するクビワ

コウモリを対象にした標識再捕獲調査や繁

殖期間中の生態調査が実施されている。さ

 

している可能性があり、乗鞍高原全域の生息数については正確に

現在コロニーが形成されている 6 施設のうち、

年にカウントされた個体数は合計

乗鞍高原周辺の森林状況 

乗鞍高原周辺の国有林は、約７割が天然林、約２割が人工林、残りが岩石地等であり、

100 年を越える森林となっている。乗鞍岳周辺の国有林は乗鞍岳

生物群集保護林として植物群落等の保護・管理が行われている。

民有林は、約７割が天然林、約３割がカラマツ林である。

９割以上、60

乗鞍高原周辺の国有林・民有林は、近年

個体数増減との因果関係は不明である。

地域における保護活動の取組み 

クビワコウモリを守る会は 1995

年（平成８年）に

間企業からの助成金を活用し、乗鞍自然保

護センターの隣接地にバットハウス

、繁殖場所の確保を図った

守る会に所属するコウモリ研究者

により、乗鞍高原で家屋を利用するクビワ

コウモリを対象にした標識再捕獲調査や繁

殖期間中の生態調査が実施されている。さ

図  乗鞍高原におけるクビワコウモリの個体数
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施設のうち、

年にカウントされた個体数は合計

乗鞍高原周辺の国有林は、約７割が天然林、約２割が人工林、残りが岩石地等であり、

年を越える森林となっている。乗鞍岳周辺の国有林は乗鞍岳

生物群集保護林として植物群落等の保護・管理が行われている。

民有林は、約７割が天然林、約３割がカラマツ林である。

0～79 年生

乗鞍高原周辺の国有林・民有林は、近年 30 年間は大規模な開発などの環境改変はな

個体数増減との因果関係は不明である。
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コウモリを対象にした標識再捕獲調査や繁

殖期間中の生態調査が実施されている。さ

乗鞍高原におけるクビワコウモリの個体数

乗鞍高原全域の生息数については正確に

施設のうち、4 施設では個体数の減少が観察されて

年にカウントされた個体数は合計 100 個体ほどである。

乗鞍高原周辺の国有林は、約７割が天然林、約２割が人工林、残りが岩石地等であり、

年を越える森林となっている。乗鞍岳周辺の国有林は乗鞍岳

生物群集保護林として植物群落等の保護・管理が行われている。

民有林は、約７割が天然林、約３割がカラマツ林である。

年生は約５割あり、

年間は大規模な開発などの環境改変はな

個体数増減との因果関係は不明である。

乗鞍高原におけるクビワコウモリの個体数

写真-2

乗鞍高原全域の生息数については正確に把握でき

施設では個体数の減少が観察されて

個体ほどである。

乗鞍高原周辺の国有林は、約７割が天然林、約２割が人工林、残りが岩石地等であり、

年を越える森林となっている。乗鞍岳周辺の国有林は乗鞍岳

生物群集保護林として植物群落等の保護・管理が行われている。 

民有林は、約７割が天然林、約３割がカラマツ林である。

５割あり、民有林の

年間は大規模な開発などの環境改変はな

個体数増減との因果関係は不明である。 

図提供：クビワコウモリを守る会

乗鞍高原におけるクビワコウモリの個体数

2 乗鞍高原のバットハウス

 

把握できてい

施設では個体数の減少が観察されて

個体ほどである。 

乗鞍高原周辺の国有林は、約７割が天然林、約２割が人工林、残りが岩石地等であり、

年を越える森林となっている。乗鞍岳周辺の国有林は乗鞍岳

民有林は、約７割が天然林、約３割がカラマツ林である。民有林

民有林の約５割が保安林

年間は大規模な開発などの環境改変はな

図提供：クビワコウモリを守る会

乗鞍高原におけるクビワコウモリの個体数 

乗鞍高原のバットハウス

ていない。

施設では個体数の減少が観察されて

乗鞍高原周辺の国有林は、約７割が天然林、約２割が人工林、残りが岩石地等であり、

年を越える森林となっている。乗鞍岳周辺の国有林は乗鞍岳

民有林

５割が保安林

年間は大規模な開発などの環境改変はな
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クビワコウモリは、本来

高原では

ーサイズが年々大きくなり

しかしながら、衛生面での不安感等から、人との共存が難しい場合があり、安定した出産

哺育場所を維持しづらいことがままある。このことが、家屋を利用するクビワコウモリの

個体数が減少した要因の一つと

(2) 保全にむけた生態情報の不足

クビワコウモリの個体数

れるが、どのような環境が繁殖

考えるには本種の生態情報が不足している。

繁殖や

(3) 保全体制

乗鞍高原に生息する

ーのカウント調査、

員が少ないという課題がある

また、地域における理解や協力体制を一層進めて

 

 

 

乗鞍高原に生息するクビワコウモリのうち

による確認数は、

定させ、クビワコウモリが減少する前

な目標と

出産哺育場所の確保と理解者や協力者を増やす活動等を

安定して生息できる環境を整備する必要がある。また、

行っていくためにも、若い世代

味・関心を持ってもらうことが重要となる。

 

３ 課  
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らに、同会は

理などの保全活動

保護活動の中心的な役割を担っている。

また、乗鞍自然保護センター

月）展示しており、一般向けの

 ※乗鞍自然保護センターの隣接地に建設された

 

人とコウモリ

クビワコウモリは、本来

高原では家屋の戸袋、雨戸などで

ーサイズが年々大きくなり

しかしながら、衛生面での不安感等から、人との共存が難しい場合があり、安定した出産

哺育場所を維持しづらいことがままある。このことが、家屋を利用するクビワコウモリの

個体数が減少した要因の一つと

保全にむけた生態情報の不足

クビワコウモリの個体数

れるが、どのような環境が繁殖

考えるには本種の生態情報が不足している。

や採餌に適した

保全体制 

乗鞍高原に生息する

ーのカウント調査、

少ないという課題がある

また、地域における理解や協力体制を一層進めて

乗鞍高原に生息するクビワコウモリのうち

による確認数は、

定させ、クビワコウモリが減少する前

な目標とし、これ以上の生息数減少

出産哺育場所の確保と理解者や協力者を増やす活動等を

安定して生息できる環境を整備する必要がある。また、

行っていくためにも、若い世代

味・関心を持ってもらうことが重要となる。
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は、コロニーのカウント調査
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乗鞍自然保護センター

しており、一般向けの

乗鞍自然保護センターの隣接地に建設された

コウモリの共存 

クビワコウモリは、本来は

の戸袋、雨戸などで

ーサイズが年々大きくなり 200

しかしながら、衛生面での不安感等から、人との共存が難しい場合があり、安定した出産

哺育場所を維持しづらいことがままある。このことが、家屋を利用するクビワコウモリの

個体数が減少した要因の一つと

保全にむけた生態情報の不足

クビワコウモリの個体数維持や増加には、安定した繁殖場所や採餌場所が重要と

れるが、どのような環境が繁殖

考えるには本種の生態情報が不足している。

採餌に適した環境条件など

乗鞍高原に生息するクビワコウモリ

ーのカウント調査、普及啓発とモニタリングが実施されているが、活動を担う次世代

少ないという課題がある

また、地域における理解や協力体制を一層進めて

乗鞍高原に生息するクビワコウモリのうち

による確認数は、現在（2019

定させ、クビワコウモリが減少する前

これ以上の生息数減少

出産哺育場所の確保と理解者や協力者を増やす活動等を

安定して生息できる環境を整備する必要がある。また、

行っていくためにも、若い世代

味・関心を持ってもらうことが重要となる。

コロニーのカウント調査

、普及啓発とモニタリング

中心的な役割を担っている。

乗鞍自然保護センターでも

しており、一般向けのコウモリ

乗鞍自然保護センターの隣接地に建設された

は樹洞を繁殖場所

の戸袋、雨戸などでも出産

200 個体を超す例もあった

しかしながら、衛生面での不安感等から、人との共存が難しい場合があり、安定した出産

哺育場所を維持しづらいことがままある。このことが、家屋を利用するクビワコウモリの

個体数が減少した要因の一つとして考えられる

保全にむけた生態情報の不足 

維持や増加には、安定した繁殖場所や採餌場所が重要と

れるが、どのような環境が繁殖や採餌に適しているか

考えるには本種の生態情報が不足している。

環境条件など基礎的な生態情報

クビワコウモリについては、クビワコウモリを

普及啓発とモニタリングが実施されているが、活動を担う次世代

少ないという課題がある。このため同会の保護活動

また、地域における理解や協力体制を一層進めて

乗鞍高原に生息するクビワコウモリのうち

2019 年）約 100

定させ、クビワコウモリが減少する前の約

これ以上の生息数減少を防ぐことを当面の目標とする。

出産哺育場所の確保と理解者や協力者を増やす活動等を

安定して生息できる環境を整備する必要がある。また、

行っていくためにも、若い世代や県外の人も含めた

味・関心を持ってもらうことが重要となる。
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コロニーのカウント調査やクビワコウモリの観察会

、普及啓発とモニタリングを継続して行って

中心的な役割を担っている。 

もクビワコウモリ

コウモリ観察会を実施して

乗鞍自然保護センターの隣接地に建設された、コウモリのねぐらと繁殖のための木造施設

を繁殖場所として利用していたと考えられているが、乗鞍

も出産哺育を行って

個体を超す例もあった

しかしながら、衛生面での不安感等から、人との共存が難しい場合があり、安定した出産

哺育場所を維持しづらいことがままある。このことが、家屋を利用するクビワコウモリの

して考えられる。 

維持や増加には、安定した繁殖場所や採餌場所が重要と

に適しているか

考えるには本種の生態情報が不足している。繁殖個体数

基礎的な生態情報

クビワコウモリについては、クビワコウモリを

普及啓発とモニタリングが実施されているが、活動を担う次世代

このため同会の保護活動

また、地域における理解や協力体制を一層進めていく

乗鞍高原に生息するクビワコウモリのうち、家屋を利用

100 頭と減少傾向にある

約３00 頭以上

を防ぐことを当面の目標とする。

出産哺育場所の確保と理解者や協力者を増やす活動等を

安定して生息できる環境を整備する必要がある。また、

や県外の人も含めた幅広い人々に

味・関心を持ってもらうことが重要となる。 

クビワコウモリの観察会

を継続して行って

クビワコウモリの生態について

観察会を実施して

コウモリのねぐらと繁殖のための木造施設

として利用していたと考えられているが、乗鞍

行っており、利用しやすい施設ではコロニ

個体を超す例もあった。 

しかしながら、衛生面での不安感等から、人との共存が難しい場合があり、安定した出産

哺育場所を維持しづらいことがままある。このことが、家屋を利用するクビワコウモリの

 

維持や増加には、安定した繁殖場所や採餌場所が重要と

に適しているか調べた例はなく、具体的な保全策を

繁殖個体数の安定的な維持を実現するには、

基礎的な生態情報を明らかにする必要がある

については、クビワコウモリを

普及啓発とモニタリングが実施されているが、活動を担う次世代

このため同会の保護活動の取組みへの支援・協力者を広げ

いく必要がある。

を利用している

減少傾向にある

以上まで生息数

を防ぐことを当面の目標とする。

出産哺育場所の確保と理解者や協力者を増やす活動等を優先的に

安定して生息できる環境を整備する必要がある。また、保護活動を継続にむけた

幅広い人々に

クビワコウモリの観察会、バットハウスの管

を継続して行っており、クビワコウモリの

生態について開館期間中（

観察会を実施している。 

コウモリのねぐらと繁殖のための木造施設

として利用していたと考えられているが、乗鞍

利用しやすい施設ではコロニ

しかしながら、衛生面での不安感等から、人との共存が難しい場合があり、安定した出産

哺育場所を維持しづらいことがままある。このことが、家屋を利用するクビワコウモリの

維持や増加には、安定した繁殖場所や採餌場所が重要と

例はなく、具体的な保全策を

の安定的な維持を実現するには、

を明らかにする必要がある

については、クビワコウモリを守る会による

普及啓発とモニタリングが実施されているが、活動を担う次世代

取組みへの支援・協力者を広げ

必要がある。 

しているコロニー

減少傾向にあるため、本種の生息

まで生息数を回復することを最終的

を防ぐことを当面の目標とする。 

優先的に行い、クビワコウモリが

保護活動を継続にむけた

幅広い人々にクビワコウモリに

、バットハウスの管

おり、クビワコウモリの

開館期間中（4

コウモリのねぐらと繁殖のための木造施設の通称

として利用していたと考えられているが、乗鞍

利用しやすい施設ではコロニ

しかしながら、衛生面での不安感等から、人との共存が難しい場合があり、安定した出産

哺育場所を維持しづらいことがままある。このことが、家屋を利用するクビワコウモリの
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